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Ⅰ．はじめに 

 

公益社団法人大分県不動産鑑定士協会では、大分県のご後援のもと、一般社団法人大分県宅地建物

取引業協会及び公益社団法人全日本不動産協会大分県本部のご承認をいただき、平成 28 年度より、

『大分県不動産市況ＤＩ調査』を年２回（4月，10 月）実施しています。 

本調査は、大分県における不動産市況の現状と将来の動向及び不動産業の業況等を把握し、調査結

果を広く公表することにより、県民並びに県内外の企業や投資家による不動産取引の活性化や不動産

の有効活用の促進に資することを目的としています。 

また、本調査は、不動産業者へのアンケート調査を基礎としています。本調査の実施に際し、ご承

認いただいた一般社団法人大分県宅地建物取引業協会及び公益社団法人全日本不動産協会大分県本

部、並びに実際にご回答いただいた両協会会員の皆さまに、この場をお借りして厚く御礼申し上げま

す。 
公益社団法人 大分県不動産鑑定士協会 

大分県不動産市況ＤＩ調査委員会 
 
 
Ⅱ．調査の方法 

 

１）アンケート調査の方法 

アンケート調査は、下記の方法により実施した。 

 

① 実施主体：公益社団法人大分県不動産鑑定士協会 

② 調査対象：一般社団法人大分県宅地建物取引業協会及び公益社団法人全日本不動産協会大分

県本部の会員（複数の営業所等がある場合、すべての営業所等を対象とした。） 

③ 調査内容：後掲付属の「不動産の市場動向に関するアンケート調査」調査票参照 

④ 調査時期：平成 30 年 4 月 20 日配布，平成 30 年 5 月 31 日回収締切 

⑤ 調査方法：郵送配布，郵送またはファックスによる回収 

⑥ 回収率等：発送数 961，有効回答数 97，回収率 10.1％ 

 

 

２）地域区分 

アンケート結果の地域別の集計は、大分県を下記の５つの地域に区分し集計した。 

 

① 大分市 

② 別府市 

③ 北部地域（中津市，豊後高田市，杵築市，宇佐市，国東市，姫島村，日出町） 

④ 西部地域（日田市，由布市，九重町，玖珠町） 

⑤ 南部地域（佐伯市，臼杵市，津久見市，竹田市，豊後大野市） 

（次ページ「地域区分図」参照） 



- 2 - 

 

地域区分図 

 

 

 

 

３）ＤＩ（Diffusion Index）の算定方法 

問３～問８の不動産市況及び不動産業の業況に関する設問において、「分からない」や未回答を

除き、例えば「上昇」，「横ばい」，「下落」に対する回答数（n 上昇，n 横ばい，n 下落）に応じ、下式

により算定する。 
 

( )
下落横ばい上昇

下落横ばい上昇

nnn
nnn

DI
++

×+×+×
=

100-0100
 

 

これにより、すべての回答が「上昇」の場合、ＤＩは＋100 となり、すべての回答が「下落」の

場合、ＤＩは－100 となる。また、「上昇」と「下落」が同数（または、すべての回答が「横ば

い」）の場合、ＤＩは±0となる。 

したがって、例えば地価について見れば、ＤＩ＝0が地価上昇と地価下落の市況判断の境目とな

る。 

 

４）その他 

また、問３～問８の設問においては、「1年～半年前と比較した現在の状況」と、「現在と比較し

た半年～1年後の状況」とについて質問している。本報告書では、前者を『足元』、後者を『先行

き』と表記する。  

①大分市 

②別府市 

③北部地域

④西部地域 

⑤南部地域

中津市 宇佐市 

豊後高田市 

姫島村 

国東市 

杵築市 

日出町 

日田市 

玖珠町 

九重町 由布市 

竹田市 
豊後大野市 

佐伯市 

臼杵市 

津久見市 
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Ⅲ．調査結果 

 
１． 調査結果の概要 

１）大分県不動産市況ＤＩ 
 
 前回調査(H29.10) 今回調査(H30.4) 動向 

住 宅 地 地 価 
足 元 ＋9.4 ＋32.6 ＋23.2 

先行き ＋4.2 ＋15.2 (－17.4) 

商 業 地 地 価 
足 元 ＋22.0 ＋24.7 ＋2.7 

先行き ＋11.3 ＋12.2 (－12.5) 

共 同 住 宅 賃 料 
足 元 －22.5 －15.3 ＋7.2 

先行き －36.7 －36.5 (－21.2) 

共 同 住 宅 空 室 率 
足 元 －40.7 －44.0 －3.3 

先行き －47.2 －59.8 (－15.7) 

店 舗 ･ 事 務 所 賃 料 
足 元 －32.0 －24.1 ＋7.9 

先行き －31.1 －31.3 (－7.2) 

店舗･事務所空室率 
足 元 －39.8 －39.5 ＋0.3 

先行き －40.4 －46.4 (－6.9) 
※ 「動向」欄上段の数値は、前回調査の足元のＤＩ→今回調査の足元のＤＩの変化 

下段()書の数値は、今回調査の足元のＤＩ→今回調査の先行きのＤＩの変化 

 

【前回調査と今回調査との比較】 

● 大分県全体の不動産市況ＤＩについて、前回調査と今回調査を比較すると、住宅地地

価で足元及び先行きのＤＩのプラス幅が拡大したほか、共同住宅賃料及び店舗・事務

所賃料の足元のＤＩのマイナス幅が縮小した。 

● 一方、共同住宅の空室率の足元及び先行きのＤＩ、並びに店舗・事務所の空室率の先

行きのＤＩのマイナス幅が拡大した。 

● 他の項目については、前回調査と概ね同様の結果となっている。 
 

【今回調査における足元と先行きの比較】 

● 今回調査について、足元と先行きを比較すると、住宅地地価及び商業地地価の先行き

は、ＤＩはプラスとなっているものの、足元に比べるとＤＩのプラス幅が縮小してい

る（縮小幅は、動向欄下段の数値）。また、他の項目については、いずれも先行きのＤ

Ｉがマイナスとなっており、足元とくらべても、ＤＩのマイナス幅が拡大している。

特に、共同住宅賃料については、足元と先行きでＤＩのマイナス幅が 21.2 ポイント拡

大しており、供給過剰感等を背景に賃料の下落が予想されている。 
 

【その他の特徴】 

● 住宅地地価は、足元及び先行きとも、ＤＩが全項目中で最も高い値を示しており、景

気回復や低金利，雇用情勢の改善等を背景に、住宅需要が拡大し、住宅地の地価を押

し上げているものと思量される。  
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２）大分県地価ＤＩの推移と地価動向 
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● 第１回調査（平成 28 年 4月期）から今回調査（平成 30 年 4 月期）までの住宅地地価及び商業地地

価のＤＩと、地価公示及び大分県地価調査における住宅地及び商業地の地価変動率（対前年変動率

の大分県平均値）を比較した。 

● ＤＩは、住宅地及び商業地とも、平成 28 年 10 月期までは、マイナスとなっていたが、平成 29 年

4 月期以降、3期連続でプラスが継続している。一方、地価公示及び大分県地価調査における住宅

地及び商業地の地価変動率は、下落幅が縮小し、平成 30 年 1 月時点の地価公示においては、住宅

地及び商業地とも、小幅ながら地価上昇に転じている。 

● 調査期間が短いため、現段階ではＤＩが実際の地価動向の先行指標となっているとの判断はできな

いが、ＤＩの動きから、今後とも、地価上昇が継続することが期待される。 
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３）地域別不動産市況ＤＩ 

(1) 地域別地価ＤＩ 

 

住宅地地価ＤＩ 商業地地価ＤＩ 

上段：前回調査結果，下段：今回調査結果

足　元
①

先行き
②

変　化
②-①

(+9.4) (+4.2) (-5.2) 
+32.6  +15.2  -17.4  
(+36.8) (+21.7) (-15.0) 
+65.4  +34.6  -30.8  
(-28.6) (-20.4) (+8.2) 

-7.0  -10.0  -3.0  
(+15.4) (-7.7) (-23.1) 
+55.6  +55.6  0.0  
(-50.0) (-28.6) (+21.4) 
-27.8  -31.3  -3.5  
(-37.5) (-12.5) (+25.0) 

0.0  -16.7  -16.7  
(-42.9) (-28.6) (+14.3) 
-30.0  -33.3  -3.3  

大 分 市

全 体

南部地域

西部地域

北部地域

別 府 市

大分市以外

全体, +9.4

+32.6

+15.2

大分, +36.8

+65.4

+34.6

別府, +15.4

+55.6
+55.6

北部, -50.0

-27.8
-31.3

西部, -37.5

0.0

-16.7

南部, -42.9

-30.0 -33.3
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0
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住宅地地価ＤＩ

前回足元 →   今回足元 →   先行

 

上段：前回調査結果，下段：今回調査結果

足　元
①

先行き
②

変　化
②-①

(+22.0) (+11.3) (-10.7) 
+24.7  +12.2  -12.5  
(+55.0) (+33.3) (-21.7) 
+65.9  +30.4  -35.5  
(-27.5) (-20.9) (+6.6) 
-24.3  -11.1  +13.2  
(+20.0) (+9.1) (-10.9) 
+42.9  +62.5  +19.6  
(-18.2) (-30.8) (-12.6) 
-46.7  -21.4  +25.2  
(-50.0) (-16.7) (+33.3) 
-20.0  -40.0  -20.0  
(-61.5) (-38.5) (+23.1) 
-40.0  -44.4  -4.4  

南部地域

全 体

大 分 市

大分市以外

別 府 市

北部地域

西部地域

全体, +22.0
+24.7

+12.2

大分, +55.0

+65.9

+30.4

別府, +20.0

+42.9

+62.5

北部, -18.2

-…
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西部, -50.0

-20.0

-40.0

南部, -61.5
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0
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商業地地価ＤＩ

前回足元 →   今回足元 →   先行

 

● 大分市及び別府市では、住宅地及び商業地とも、足元のＤＩがプラスであり、前回調査に比べプラ

ス幅が拡大している。別府市については、先行きについても、住宅地で横ばい、商業地でプラス幅

拡大と予想されている。 

● 他の地域ついても、北部地域の商業地を除き、足元のＤＩのマイナス幅が前回調査より縮小してお

り、特に西部地域の住宅地では、足元のＤＩが 0となっている。 

● また、先行きについては、足元のＤＩが大きく下落した北部地域の商業地で、先行きのＤＩのマイ

ナス幅が縮小しているが、北部地域の住宅地，西部地域の住宅地及び商業地，南部地域の住宅地及

び商業地とも、足元に比べ先行きのＤＩのマイナス幅が拡大している。 
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(2) 地域別賃料ＤＩ 

 

共同住宅賃料ＤＩ 店舗・事務所賃料ＤＩ 

上段：前回調査結果，下段：今回調査結果

足　元
①

先行き
②

変　化
②-①

(-22.5) (-36.7) (-14.2) 
-15.3  -36.5  -21.2  
(-14.9) (-34.8) (-19.9) 

-8.3  -34.7  -26.4  
(-34.1) (-39.5) (-5.4) 
-24.3  -38.9  -14.6  
(-10.0) (0.0) (+10.0) 

0.0  -25.0  -25.0  
(-42.9) (-50.0) (-7.1) 
-47.1  -64.7  -17.6  
(-42.9) (-42.9) (0.0) 
+16.7  +33.3  +16.7  
(-38.5) (-53.8) (-15.4) 
-20.0  -44.4  -24.4  

南部地域

全 体

大 分 市

大分市以外

別 府 市

北部地域

西部地域

全体, -22.5

-15.3

-36.5

大分, -14.9

-8.3

-34.7

別府, -10.0

0.0

-25.0
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上段：前回調査結果，下段：今回調査結果

足　元
①

先行き
②

変　化
②-①

(-32.0) (-31.1) (+1.0) 
-24.1  -31.3  -7.2  
(-23.1) (-22.2) (+0.9) 
-10.4  -19.1  -8.7  
(-47.4) (-45.0) (+2.4) 
-42.9  -47.2  -4.4  
(-20.0) (-11.1) (+8.9) 

0.0  0.0  0.0  
(-72.7) (-46.2) (+26.6) 
-53.3  -58.8  -5.5  
(+20.0) (-33.3) (-53.3) 
-16.7  -16.7  0.0  
(-75.0) (-75.0) (0.0) 
-60.0  -66.7  -6.7  
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● 共同住宅の賃料を見ると、北部地域を除き、すべての地域で足元のＤＩが前回調査に比べ上昇して

いる。特に、西部地域では、足元のＤＩが－42.9 ポイントから＋16.7 ポイントと大幅に上昇し

た。また、先行きについては、西部地域で大きく上昇しているほかは、すべての地域で足元のＤＩ

より下落している。 

● 店舗・事務所の賃料は、前回急上昇した西部地域で、足元のＤＩが下落した。他の地域では、いず

れも、前回調査に比べ、足元のＤＩが上昇している。また、先行きについては、足元のＤＩに比

べ、いずれの地域でも横ばいないし小幅な下落となっている。 
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(3) 地域別地価ＤＩと地価動向 
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-2%

-1%

0%

+1%

+2%

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

住宅地地価ＤＩ(H30.4足元)－H30地価公示(H30.1.1)変動率

大分 別府 北部

西部 南部 回帰直線

住宅地地価ＤＩ(足元)

Ｈ30公示変動率

+65.9, +1.0%

+42.9, +0.2%-46.7, -0.3% -20.0, -0.3%

-40.0, -1.4%

-2%

-1%

0%

+1%

+2%

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

商業地地価ＤＩ(H30.4足元)－H30地価公示(H30.1.1)変動率

大分 別府 北部

西部 南部 回帰直線

商業地地価ＤＩ(足元)

Ｈ30公示変動率

 

● 住宅地及び商業地の地価の足元のＤＩと、平成 30年 1 月時点の地価公示における住宅地及び商業

地の地価の対前年変動率を比較した。全体的な傾向としては、地価ＤＩと地価公示の地価変動率と

の間には、正の相関関係が認められる。 

● 別府市においては、住宅地及び商業地とも、ＤＩはプラスであるが、地価公示における住宅地の対

前年変動率は、わずかながらマイナスとなっており、市況の実感が地価動向に先行している状況が

うかがえる。  
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２． 調査結果の詳細 

１）営業の内容 

(1) 主な営業地域 

 

 

 

 

 

● 主な営業地域としては、有効回答 97 件中、大分市が 54 件と最も多く、全体の 55.7％を占めてい

る。なお、問３以降の集計においては、大分市、別府市以外の市町村を、北部地域（中津市，豊後

高田市，杵築市，宇佐市，国東市，姫島村，日出町）、西部地域（日田市，由布市，九重町，玖珠

町）、南部地域（佐伯市，臼杵市，津久見市，竹田市，豊後大野市）に区分した。地域区分別の回

答数は、下図のとおりである。 

 

 

 

54

9

13

4

5

3

0

0

1

1

2

2

2

0

0

1

0

0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

大分市

別府市

中津市

日田市

佐伯市

臼杵市

津久見市

竹田市

豊後高田市

杵築市

宇佐市

豊後大野市

由布市

国東市

姫島村

日出町

九重町

玖珠町

主な営業地域

N=97

54

9

18

6

10

0 5 10 15 20 25 30 35 40

大分市

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

主な営業地域

N=97

問１ 大分県内における貴社（支店・営業所等）の主な営業地域をお聞かせください。最も取扱い

件数の多い市町村の番号を１つ選び○で囲んでください。 （１つに○） 
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 (2) 主な事業内容 

 

 

 

 
 

● 回答者の主な事業内容について見ると、有効回答 97 件中、売買仲介業務が 52 件と最も多く、全体

の半数強（53.6％）を占めている。次いで賃貸仲介（22 件，22.7％），戸建分譲・宅地分譲（17

件，17.5％）となっている。なお、「その他」には、不動産の買取・再販事業や宅地造成・建築事

業、不動産賃貸事業が見られた。 

 

（本ページ以下余白） 

  

52

22

17

0

6

0 10 20 30 40 50 60

売買仲介

賃貸仲介

宅地分譲等

ﾏﾝｼｮﾝ分譲

その他

主な事業内容

N=97

53.6%
22.7%

17.5%

0.0%
6.2%

売買仲介

賃貸仲介

宅地分譲等

ﾏﾝｼｮﾝ分譲

その他

問２ 主な営業地域における貴社の主な事業を１つ選び○で囲んでください。 （１つに○） 
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２）地価の動向 

(1) 足元の地価動向 

 

① 住宅地 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
43 40 12 2 97 (+9.4)

44.3% 41.2% 12.4% 2.1%
45.3% 42.1% 12.6% －

34 18 0 2 54 (+36.8)
63.0% 33.3% 0.0% 3.7%
65.4% 34.6% 0.0% －

9 22 12 0 43 (-28.6)
20.9% 51.2% 27.9% 0.0%
20.9% 51.2% 27.9% －

5 4 0 0 9 (+15.4)
55.6% 44.4% 0.0% 0.0%
55.6% 44.4% 0.0% －

2 9 7 0 18 (-50.0)
11.1% 50.0% 38.9% 0.0%
11.1% 50.0% 38.9% －

1 4 1 0 6 (-37.5)
16.7% 66.7% 16.7% 0.0%
16.7% 66.7% 16.7% －

1 5 4 0 10 (-42.9)
10.0% 50.0% 40.0% 0.0%
10.0% 50.0% 40.0% －

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

全 体

大 分 市

大分市以外

+32.6

+65.4

-7.0

+55.6

-27.8

0.0

-30.0

不明を除く回答

ＤＩ

45.3%

65.4%

20.9%

55.6%

11.1%

16.7%

10.0%

42.1%

34.6%

51.2%

44.4%

50.0%

66.7%

50.0%

12.6%

27.9%

38.9%

16.7%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

地価動向（住宅地・足元）

上昇 横ばい 下落

+32.6

+65.4

-7.0

+55.6

-27.8

0.0

-30.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 大分市及び別府市では、「上昇」に対する回答が６割程度を占め、「下落」に対する回答は見られな

かった。ＤＩもそれぞれ＋65.4 ポイント及び＋55.6 ポイントとなり、平成 29 年 10 月の前回調査

（大分市：＋36.8，別府市＋15.4）を大きく上回った。 

● また、西部地域ではＤＩが 0ポイントとなった。北部地域及び南部地域のＤＩはいずれもマイナス

であるが、一部、「上昇」に対する回答も見られる。 

問３ 主な営業地域における現在（平成 30 年 4 月頃）の地価は、1年～半年前と比較して、ど

のように感じていますか？ （それぞれ１つに○） 
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② 商業地 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
34 33 14 7 88 (+22.0)

38.6% 37.5% 15.9% 8.0%
42.0% 40.7% 17.3% －

29 15 0 6 50 (+55.0)
58.0% 30.0% 0.0% 12.0%
65.9% 34.1% 0.0% －

5 18 14 1 38 (-27.5)
13.2% 47.4% 36.8% 2.6%
13.5% 48.6% 37.8% －

4 2 1 0 7 (+20.0)
57.1% 28.6% 14.3% 0.0%
57.1% 28.6% 14.3% －

0 8 7 1 16 (-18.2)
0.0% 50.0% 43.8% 6.3%
0.0% 53.3% 46.7% －

1 2 2 0 5 (-50.0)
20.0% 40.0% 40.0% 0.0%
20.0% 40.0% 40.0% －

0 6 4 0 10 (-61.5)
0.0% 60.0% 40.0% 0.0%
0.0% 60.0% 40.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

+24.7

+65.9

-24.3

+42.9

-46.7

-20.0

-40.0

42.0%

65.9%

13.5%

57.1%

20.0%

40.7%

34.1%

48.6%

28.6%

53.3%

40.0%

60.0%

17.3%

37.8%

14.3%

46.7%

40.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

地価動向（商業地・足元）

上昇 横ばい 下落

+24.7

+65.9

-24.3

+42.9

-…

-20.0

-40.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 大分市及び別府市では、「上昇」に対する回答が６割程度を占め、大分市では「下落」に対する回

答は見られなかった。ＤＩもそれぞれ＋65.9 ポイント及び＋42.9 ポイントとなり、平成 29 年 10

月の前回調査（大分市：＋55.0，別府市＋20.0）を上回った。 

● 大分市別府市以外では、足元のＤＩがいずれもマイナスとなっているが、西部地域では「上昇」に

対する回答が見られ、ＤＩも－20.0 ポイントと前回調査（ＤＩ：－50.0）から大きく上昇してい

る。  
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(2) 地価動向の先行き 

 

① 住宅地 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
26 54 12 5 97 (+4.2)

26.8% 55.7% 12.4% 5.2%
28.3% 58.7% 13.0% －

19 32 1 2 54 (+21.7)
35.2% 59.3% 1.9% 3.7%
36.5% 61.5% 1.9% －

7 22 11 3 43 (-20.4)
16.3% 51.2% 25.6% 7.0%
17.5% 55.0% 27.5% －

5 4 0 0 9 (-7.7)
55.6% 44.4% 0.0% 0.0%
55.6% 44.4% 0.0% －

1 9 6 2 18 (-28.6)
5.6% 50.0% 33.3% 11.1%
6.3% 56.3% 37.5% －

1 3 2 0 6 (-12.5)
16.7% 50.0% 33.3% 0.0%
16.7% 50.0% 33.3% －

0 6 3 1 10 (-28.6)
0.0% 60.0% 30.0% 10.0%
0.0% 66.7% 33.3% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

+15.2

+34.6

-10.0

+55.6

-31.3

-16.7

-33.3

ＤＩ

28.3%

36.5%

17.5%

55.6%

6.3%

16.7%

0.0%

58.7%

61.5%

55.0%

44.4%

56.3%

50.0%

66.7%

13.0%

1.9%

27.5%

37.5%

33.3%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

地価動向（住宅地・先行き）

上昇 横ばい 下落

不明を除く回答率

ＤＩ

+15.2

+34.6

-10.0

+55.6

-31.3

-16.7

-33.3

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

 
● 住宅地の地価の先行きについては、大分市及び別府市でＤＩがプラスとなっている。特に、別府市

では、「下落」に対する回答がなく、継続的な地価上昇が予想されている。また、大分市では、Ｄ

Ｉが＋34.6 ポイントであるが、足元のＤＩ（＋65.4）に比べると、プラス幅が縮小している。 

● 他の地域では、ＤＩがいずれもマイナスとなったが、北部地域及び西部地域では、一部、「上昇」

に対する回答も見られる。 

問４ 主な営業地域における半年～1年後の地価は、現在（平成 30 年 4 月頃）と比較して、ど

うなると予想しますか？ （それぞれ１つに○） 
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② 商業地 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
21 50 11 6 88 (+11.3)

23.9% 56.8% 12.5% 6.8%
25.6% 61.0% 13.4% －

15 30 1 3 49 (+33.3)
30.6% 61.2% 2.0% 6.1%
32.6% 65.2% 2.2% －

6 20 10 3 39 (-20.9)
15.4% 51.3% 25.6% 7.7%
16.7% 55.6% 27.8% －

5 3 0 0 8 (+9.1)
62.5% 37.5% 0.0% 0.0%
62.5% 37.5% 0.0% －

1 9 4 2 16 (-30.8)
6.3% 56.3% 25.0% 12.5%
7.1% 64.3% 28.6% －

0 3 2 0 5 (-16.7)
0.0% 60.0% 40.0% 0.0%
0.0% 60.0% 40.0% －

0 5 4 1 10 (-38.5)
0.0% 50.0% 40.0% 10.0%
0.0% 55.6% 44.4% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

+12.2

+30.4

-11.1

+62.5

-21.4

-40.0

-44.4

不明を除く回答

ＤＩ

25.6%

32.6%

16.7%

62.5%

7.1%

0.0%

0.0%

61.0%

65.2%

55.6%

37.5%

64.3%

60.0%

55.6%

13.4%

2.2%

27.8%

28.6%

40.0%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

地価動向（商業地・先行き）

上昇 横ばい 下落

不明を除く回答率

ＤＩ

+12.2

+30.4

-11.1

+62.5

-21.4

-40.0

-44.4

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

 
● 商業地の地価の先行きについては、大分市及び別府市でＤＩがプラスとなっている。特に、別府市

では、「下落」に対する回答がなく、ＤＩも＋62.5 と足元のＤＩ（＋42.9）より拡大しており、今

後の地価上昇が予測されている。 

● 他の地域では、先行きのＤＩはいずれもマイナスとなっている。北部地域では、一部で「上

昇」に対する回答が見られるが、西部地域及び南部地域では、「上昇」に対する回答はなく、

ＤＩも大きなマイナス（西部地域：－40.0，南部地域：－44.4）であり、足元（西部地域：－

20.0，南部地域：－40.0）に比べても、マイナス幅が大きくなっている。 
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３）賃料・空室率の動向 

(1) 足元の賃料・空室率の動向 

 

① 共同住宅（賃料） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
11 50 24 10 95 (-22.5)

11.6% 52.6% 25.3% 10.5%
12.9% 58.8% 28.2% －

7 30 11 5 53 (-14.9)
13.2% 56.6% 20.8% 9.4%
14.6% 62.5% 22.9% －

4 20 13 5 42 (-34.1)
9.5% 47.6% 31.0% 11.9%

10.8% 54.1% 35.1% －
0 4 0 4 8 (-10.0)

0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
0.0% 100.0% 0.0% －

2 5 10 1 18 (-42.9)
11.1% 27.8% 55.6% 5.6%
11.8% 29.4% 58.8% －

2 3 1 0 6 (-42.9)
33.3% 50.0% 16.7% 0.0%
33.3% 50.0% 16.7% －

0 8 2 0 10 (-38.5)
0.0% 80.0% 20.0% 0.0%
0.0% 80.0% 20.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-15.3

-8.3

-24.3

0.0

-47.1

+16.7

-20.0

12.9%

14.6%

10.8%

11.8%

33.3%

58.8%

62.5%

54.1%

100.0%

29.4%

50.0%

80.0%

28.2%

22.9%

35.1%

58.8%

16.7%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

賃料動向（共同住宅・足元）

上昇 横ばい 下落

-15.3

-8.3

-24.3

0.0

-47.1

+16.7

-20.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答

ＤＩ

 
● 共同住宅の足元の賃料動向を見ると、西部地域でプラス（＋16.7）、別府市で 0となったが、他の

地域は、大分市を含めいずれもマイナスとなった。 

● なお、ＤＩはマイナスであるが、大分市及び北部地域では、「上昇」に対する回答が見られた。ま

た、別府市では、すべての回答が「横ばい」となった。 

問５ 主な営業地域における現在（平成 30 年 4 月頃）の賃料や空室率は、1年～半年前と比較

して、どのように感じていますか？ （それぞれ１つに○） 



- 15 - 

 

 

 

② 共同住宅（空室率） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

空室率減 横ばい 空室率増 不明 ｎ ＤＩ
7 33 44 9 93 (-40.7)

7.5% 35.5% 47.3% 9.7%
8.3% 39.3% 52.4% －

3 25 21 3 52 (-38.8)
5.8% 48.1% 40.4% 5.8%
6.1% 51.0% 42.9% －

4 8 23 6 41 (-43.9)
9.8% 19.5% 56.1% 14.6%

11.4% 22.9% 65.7% －
1 3 0 4 8 (0.0)

12.5% 37.5% 0.0% 50.0%
25.0% 75.0% 0.0% －

1 2 13 1 17 (-64.3)
5.9% 11.8% 76.5% 5.9%
6.3% 12.5% 81.3% －

2 1 2 1 6 (-16.7)
33.3% 16.7% 33.3% 16.7%
40.0% 20.0% 40.0% －

0 2 8 0 10 (-72.7)
0.0% 20.0% 80.0% 0.0%
0.0% 20.0% 80.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-44.0

-36.7

-54.3

+25.0

-75.0

0.0

-80.0

8.3%

6.1%

11.4%

25.0%

6.3%

40.0%

39.3%

51.0%

22.9%

75.0%

12.5%

20.0%

20.0%

52.4%

42.9%

65.7%

81.3%

40.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

空室率動向（共同住宅・足元）

空室率減 横ばい 空室率増

-44.0

-36.7

-54.3

+25.0
-75.0

0.0

-80.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 共同住宅の足元の空室率の動向を見ると、別府市では、前回調査でもＤＩが 0ポイントだったが、

今回調査では、全地域を通じて初めて共同住宅の足元の空室率のＤＩがプラスになった。 

● 西部地域は、「空室率減少（改善）」に対する回答が 40.0％と多いが、「空室率増加（悪化）」に対

する回答も同数あり、空室率に対する意見が割れている。 

● 北部地域及び南部地域は、いずれもＤＩが大きくマイナスとなっているが、北部地域は、一部に

「空室率減少（改善）」に対する回答も見られる。 
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③ 店舗・事務所（賃料） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
5 53 25 10 93 (-32.0)

5.4% 57.0% 26.9% 10.8%
6.0% 63.9% 30.1% －

4 35 9 4 52 (-23.1)
7.7% 67.3% 17.3% 7.7%
8.3% 72.9% 18.8% －

1 18 16 6 41 (-47.4)
2.4% 43.9% 39.0% 14.6%
2.9% 51.4% 45.7% －

0 4 0 4 8 (-20.0)
0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
0.0% 100.0% 0.0% －

1 5 9 2 17 (-72.7)
5.9% 29.4% 52.9% 11.8%
6.7% 33.3% 60.0% －

0 5 1 0 6 (+20.0)
0.0% 83.3% 16.7% 0.0%
0.0% 83.3% 16.7% －

0 4 6 0 10 (-75.0)
0.0% 40.0% 60.0% 0.0%
0.0% 40.0% 60.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-24.1

-10.4

-42.9

0.0

-53.3

-16.7

-60.0

6.0%

8.3%

2.9%

6.7%

63.9%

72.9%

51.4%

100.0%

33.3%

83.3%

40.0%

30.1%

18.8%

45.7%

60.0%

16.7%

60.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

賃料動向（店舗/事務所・足元）

上昇 横ばい 下落

不明を除く回答率

ＤＩ

-24.1

-10.4

-42.9

0.0

-53.3

-16.7

-60.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

 
● 店舗・事務所の足元の賃料動向は、別府市でＤＩが 0ポイントとなっているほかは、いずれの地域

でもＤＩがマイナスとなっている。なお、別府市では、すべての回答が「横ばい」であった。 

● また、全体として、「上昇」に対する回答が少なく、大分市及び北部地域でわずかに見られた程度

である（大分市：8.3％，北部地域：6.7％）。 
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④ 店舗・事務所（空室率） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

空室率減 横ばい 空室率増 不明 ｎ ＤＩ
4 41 36 12 93 (-39.8)

4.3% 44.1% 38.7% 12.9%
4.9% 50.6% 44.4% －

3 29 16 4 52 (-31.3)
5.8% 55.8% 30.8% 7.7%
6.3% 60.4% 33.3% －

1 12 20 8 41 (-53.8)
2.4% 29.3% 48.8% 19.5%
3.0% 36.4% 60.6% －

1 3 0 4 8 (-20.0)
12.5% 37.5% 0.0% 50.0%
25.0% 75.0% 0.0% －

0 4 10 3 17 (-66.7)
0.0% 23.5% 58.8% 17.6%
0.0% 28.6% 71.4% －

0 3 2 1 6 (-40.0)
0.0% 50.0% 33.3% 16.7%
0.0% 60.0% 40.0% －

0 2 8 0 10 (-75.0)
0.0% 20.0% 80.0% 0.0%
0.0% 20.0% 80.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-39.5

-27.1

-57.6

+25.0

-71.4

-40.0

-80.0

4.9%

6.3%

3.0%

25.0%

50.6%

60.4%

36.4%

75.0%

28.6%

60.0%

20.0%

44.4%

33.3%

60.6%

71.4%

40.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

空室率動向（店舗/事務所・足元）

空室率減 横ばい 空室率増

-39.5

-27.1

-57.6

+25.0

-71.4

-40.0

-80.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 店舗・事務所の足元の空室率の動向を見ると、別府市では、「空室率増加（悪化）」に対する回答が

なく、共同住宅の足元の空室率同様、全地域を通じて初めて店舗・事務所の足元の空室率のＤＩが

プラス（＋25.0）になった。 

● 別府市以外では、大分市で「空室率減少（改善）」に対する回答が見られたが、北部地域，西部地

域及び南部地域では、「空室率減少（改善）」に対する回答はなく、ＤＩも大きなマイナスとなって

いる（北部地域：－71.4，西部地域－40.0，南部地域－80.0）。  
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(2) 賃料・空室率の先行き 

 

① 共同住宅（賃料） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
6 42 37 10 95 (-36.7)

6.3% 44.2% 38.9% 10.5%
7.1% 49.4% 43.5% －

3 26 20 4 53 (-34.8)
5.7% 49.1% 37.7% 7.5%
6.1% 53.1% 40.8% －

3 16 17 6 42 (-39.5)
7.1% 38.1% 40.5% 14.3%
8.3% 44.4% 47.2% －

0 3 1 4 8 (0.0)
0.0% 37.5% 12.5% 50.0%
0.0% 75.0% 25.0% －

1 4 12 1 18 (-50.0)
5.6% 22.2% 66.7% 5.6%
5.9% 23.5% 70.6% －

2 4 0 0 6 (-42.9)
33.3% 66.7% 0.0% 0.0%
33.3% 66.7% 0.0% －

0 5 4 1 10 (-53.8)
0.0% 50.0% 40.0% 10.0%
0.0% 55.6% 44.4% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-36.5

-34.7

-38.9

-25.0

-64.7

+33.3

-44.4

7.1%

6.1%

8.3%

5.9%

33.3%

49.4%

53.1%

44.4%

75.0%

23.5%

66.7%

55.6%

43.5%

40.8%

47.2%

25.0%

70.6%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

賃料動向（共同住宅・先行き）

上昇 横ばい 下落

不明を除く回答率

ＤＩ

-36.5

-34.7

-38.9

-25.0

-64.7

+33.3

-44.4

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

 
● 共同住宅の賃料動向の先行きについては、前回「上昇」対する回答がわずかに見られた西部地域で

「上昇」に対する回答が増加し、ＤＩもプラス（＋33.3）となった。他の地域では、いずれもＤＩ

がマイナスとなっているが、大分市及び北部地域では、「上昇」に対する回答がわずかに見られ

た。 

 

問６ 主な営業地域における半年～1年後の賃料や空室率は、現在（平成 30 年 4 月頃）と比較

して、どうなると予想しますか？ （それぞれ１つに○） 
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② 共同住宅（空室率） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

空室率減 横ばい 空室率増 不明 ｎ ＤＩ
0 35 52 7 94 (-47.2)

0.0% 37.2% 55.3% 7.4%
0.0% 40.2% 59.8% －

0 23 27 2 52 (-43.1)
0.0% 44.2% 51.9% 3.8%
0.0% 46.0% 54.0% －

0 12 25 5 42 (-53.5)
0.0% 28.6% 59.5% 11.9%
0.0% 32.4% 67.6% －

0 3 1 4 8 (-10.0)
0.0% 37.5% 12.5% 50.0%
0.0% 75.0% 25.0% －

0 4 13 1 18 (-50.0)
0.0% 22.2% 72.2% 5.6%
0.0% 23.5% 76.5% －

0 3 3 0 6 (-85.7)
0.0% 50.0% 50.0% 0.0%
0.0% 50.0% 50.0% －

0 2 8 0 10 (-75.0)
0.0% 20.0% 80.0% 0.0%
0.0% 20.0% 80.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-59.8

-54.0

-67.6

-25.0

-76.5

-50.0

-80.0

40.2%

46.0%

32.4%

75.0%

23.5%

50.0%

20.0%

59.8%

54.0%

67.6%

25.0%

76.5%

50.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

空室率動向（共同住宅・先行き）

空室率減 横ばい 空室率増

-59.8

-54.0

-67.6

-25.0

-76.5

-50.0

-80.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 共同住宅の空室率の先行きについて見ると、前回調査では、大分市及び別府市で「空室率減少（改

善）」に対する回答がわずかに見られたが、今回調査では、すべての地域で「空室率減少（改善）」

に対する回答は見られず、ＤＩもすべてマイナスとなった。 

● ここ数年来、相続税対策及び低金利等を背景に、アパート建築が増加しており、全県的に供給過剰

感が広がっているものと思量される。 
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③ 店舗・事務所（賃料） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

上昇 横ばい 下落 不明 ｎ ＤＩ
5 47 31 11 94 (-31.1)

5.3% 50.0% 33.0% 11.7%
6.0% 56.6% 37.3% －

4 30 13 5 52 (-22.2)
7.7% 57.7% 25.0% 9.6%
8.5% 63.8% 27.7% －

1 17 18 6 42 (-45.0)
2.4% 40.5% 42.9% 14.3%
2.8% 47.2% 50.0% －

0 4 0 4 8 (-11.1)
0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
0.0% 100.0% 0.0% －

1 5 11 1 18 (-46.2)
5.6% 27.8% 61.1% 5.6%
5.9% 29.4% 64.7% －

0 5 1 0 6 (-33.3)
0.0% 83.3% 16.7% 0.0%
0.0% 83.3% 16.7% －

0 3 6 1 10 (-75.0)
0.0% 30.0% 60.0% 10.0%
0.0% 33.3% 66.7% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-31.3

-19.1

-47.2

0.0

-58.8

-16.7

-66.7

不明を除く回答

ＤＩ

6.0%

8.5%

2.8%

5.9%

56.6%

63.8%

47.2%

100.0%

29.4%

83.3%

33.3%

37.3%

27.7%

50.0%

64.7%

16.7%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

賃料動向（店舗/事務所・先行き）

上昇 横ばい 下落

不明を除く回答率

ＤＩ

-31.3

-19.1

-47.2

0.0

-58.8

-16.7

-66.7

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

 
● 店舗・事務所の賃料の先行きについて見ると、大分市及び北部地域において「上昇」に対する回答

が僅かに見られたが（大分市：8.5％，北部地域 5.9％）、他の地域では「上昇」に対する回答はな

かった。 

● また、別府市では、すべての回答が「横ばい」となっている。なお、別府市以外の地域では、すべ

ての地域でＤＩがマイナスとなっている。 
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④ 店舗・事務所（空室率） 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

空室率減 横ばい 空室率増 不明 ｎ ＤＩ
0 45 39 10 94 (-40.4)

0.0% 47.9% 41.5% 10.6%
0.0% 53.6% 46.4% －

0 31 17 4 52 (-35.5)
0.0% 59.6% 32.7% 7.7%
0.0% 64.6% 35.4% －

0 14 22 6 42 (-47.6)
0.0% 33.3% 52.4% 14.3%
0.0% 38.9% 61.1% －

0 4 0 4 8 (-20.0)
0.0% 50.0% 0.0% 50.0%
0.0% 100.0% 0.0% －

0 5 12 1 18 (-42.9)
0.0% 27.8% 66.7% 5.6%
0.0% 29.4% 70.6% －

0 3 2 1 6 (-66.7)
0.0% 50.0% 33.3% 16.7%
0.0% 60.0% 40.0% －

0 2 8 0 10 (-66.7)
0.0% 20.0% 80.0% 0.0%
0.0% 20.0% 80.0% －

大分市以外

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

-46.4

-35.4

-61.1

0.0

-70.6

-40.0

-80.0

53.6%

64.6%

38.9%

100.0%

29.4%

60.0%

20.0%

46.4%

35.4%

61.1%

0.0%

70.6%

40.0%

80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

空室率動向（店舗/事務所・先行き）

空室率減 横ばい 空室率増

-46.4

-35.4

-61.1

0.0

-70.6

-40.0

-80.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 店舗・事務所の空室率の先行きを見ると、前回調査では、大分市，別府市及び南部地域で、「空室

率減少（改善）」に対する回答が見られたが、今回調査では、共同住宅の空室率の先行きと同様、

すべての地域で「空室率減少（改善）」に対する回答は見られず、ＤＩもすべてマイナスとなっ

た。ただし、別府市では、「空室率増加（悪化）」に対する回答率も見られなかった。 
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４）業況判断 

(1) 足元の業況 

 

① 主な営業地域別 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

良い 横ばい 悪い 不明 ｎ ＤＩ
34 49 13 1 97 (+7.6)

35.1% 50.5% 13.4% 1.0%
35.4% 51.0% 13.5% －

23 23 8 0 54 (+5.6)
42.6% 42.6% 14.8% 0.0%
42.6% 42.6% 14.8% －

11 26 5 1 43 (+10.4)
25.6% 60.5% 11.6% 2.3%
26.2% 61.9% 11.9% －

2 7 0 0 9 (+15.4)
22.2% 77.8% 0.0% 0.0%
22.2% 77.8% 0.0% －

5 9 4 0 18 (+7.1)
27.8% 50.0% 22.2% 0.0%
27.8% 50.0% 22.2% －

1 5 0 0 6 (+14.3)
16.7% 83.3% 0.0% 0.0%
16.7% 83.3% 0.0% －

3 5 1 1 10 (+7.1)
30.0% 50.0% 10.0% 10.0%
33.3% 55.6% 11.1% －

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

大分市以外

+21.9

+27.8

+14.3

+22.2

+5.6

+16.7

+22.2

不明を除く回答

ＤＩ

35.4%

42.6%

26.2%

22.2%

27.8%

16.7%

33.3%

51.0%

42.6%

61.9%

77.8%

50.0%

83.3%

55.6%

13.5%

14.8%

11.9%

22.2%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市…

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

業況判断（足元）

良い 横ばい 悪い

+21.9

+27.8

+14.3

+22.2

+5.6

+16.7

+22.2

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 足元の地価ＤＩや賃料ＤＩ，空室率ＤＩは、地域的に大きなばらつきが認められたが、足元の業況

ＤＩは、すべての地域でＤＩがプラスとなっている。特に、別府市や西部地域では、「悪い」に対

する回答がなく、業況の好調さがうかがえる。 

 

問７ 主な営業地域における現在（平成 30 年 4月頃）の貴社（支店・営業所等）の取扱い件数や売

上高等の業況は、1年～半年前と比較して、どのように感じていますか？ （１つに○） 
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② 主な事業内容別 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

良い 横ばい 悪い 不明 ｎ ＤＩ
34 49 13 1 97 (+7.6)

35.1% 50.5% 13.4% 1.0%
35.4% 51.0% 13.5% －

19 24 8 1 52 (+10.4)
36.5% 46.2% 15.4% 1.9%
37.3% 47.1% 15.7% －

8 12 2 0 22 (0.0)
36.4% 54.5% 9.1% 0.0%
36.4% 54.5% 9.1% －

6 10 1 0 17 (+10.0)
35.3% 58.8% 5.9% 0.0%
35.3% 58.8% 5.9% －

1 3 2 0 6 (0.0)
16.7% 50.0% 33.3% 0.0%
16.7% 50.0% 33.3% －

戸 建 分 譲
宅 地 分 譲

そ の 他

全 体

売 買 仲 介

賃 貸 仲 介

+21.9

+21.6

+27.3

+29.4

-16.7

不明を除く回答

ＤＩ

35.4%

37.3%

36.4%

35.3%

16.7%

51.0%

47.1%

54.5%

58.8%

50.0%

13.5%

15.7%

9.1%

5.9%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

売買仲介

賃貸仲介

戸建等分譲

その他

業況判断（足元）

良い 横ばい 悪い

+21.9

+21.6

+27.3

+29.4

-16.7

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 

 

● 足元の業況判断を主な事業内容別に見ると、売買仲介，賃貸仲介及び戸建分譲・宅地分譲ともＤＩ

がプラスとなっている。 

● その他事業としては、具体的な回答として、不動産の買取・再販事業や宅地造成・建築事業、不動

産賃貸事業が見られたが、他の事業内容と異なり、足元のＤＩがマイナスとなっている。 
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(2) 業況の先行き 

 

① 主な営業地域別 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

良い 横ばい 悪い 不明 ｎ ＤＩ
27 52 15 3 97 (+6.9)

27.8% 53.6% 15.5% 3.1%
28.7% 55.3% 16.0% －

14 33 7 0 54 (+7.2)
25.9% 61.1% 13.0% 0.0%
25.9% 61.1% 13.0% －

13 19 8 3 43 (+6.4)
30.2% 44.2% 18.6% 7.0%
32.5% 47.5% 20.0% －

2 7 0 0 9 (+25.0)
22.2% 77.8% 0.0% 0.0%
22.2% 77.8% 0.0% －

6 6 4 2 18 (-7.1)
33.3% 33.3% 22.2% 11.1%
37.5% 37.5% 25.0% －

2 3 1 0 6 (+25.0)
33.3% 50.0% 16.7% 0.0%
33.3% 50.0% 16.7% －

3 3 3 1 10 (-7.7)
30.0% 30.0% 30.0% 10.0%
33.3% 33.3% 33.3% －

全 体

大 分 市

南部地域

別 府 市

北部地域

西部地域

大分市以外

+12.8

+13.0

+12.5

+22.2

+12.5

+16.7

0.0

不明を除く回答

ＤＩ

28.7%

25.9%

32.5%

22.2%

37.5%

33.3%

33.3%

55.3%

61.1%

47.5%

77.8%

37.5%

50.0%

33.3%

16.0%

13.0%

20.0%

25.0%

16.7%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

大分市

大分市以外

別府市

北部地域

西部地域

南部地域

業況判断（先行き）

良い 横ばい 悪い

+12.8

+13.0

+12.5

+22.2

+12.5

+16.7

0.0

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 
● 地域別に見た業況の先行きについては、南部地域でＤＩが 0となっているが、他の地域では、いず

れもＤＩはプラスである。特に、別府市では、「悪くなる」に対する回答がなく、ＤＩも＋22.2 ポ

イントと最も高くなっている。 

  

問８ 主な営業地域における半年～1年後の貴社（支店・営業所等）の取扱い件数や売上高等の業況

は、現在（平成 30 年 4月頃）と比較して、どうなると予想しますか？ （１つに○） 
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② 主な事業内容別 

上段：回答数，中段：回答率 (不明を含む)，下段：回答率 (不明を除く)，ＤＩの()は前回調査結果

良い 横ばい 悪い 不明 ｎ ＤＩ
27 52 15 3 97 (+6.9)

27.8% 53.6% 15.5% 3.1%
28.7% 55.3% 16.0% －

12 27 10 3 52 (+1.5)
23.1% 51.9% 19.2% 5.8%
24.5% 55.1% 20.4% －

7 13 2 0 22 (+16.7)
31.8% 59.1% 9.1% 0.0%
31.8% 59.1% 9.1% －

5 11 1 0 17 (+29.4)
29.4% 64.7% 5.9% 0.0%
29.4% 64.7% 5.9% －

3 1 2 0 6 (-22.2)
50.0% 16.7% 33.3% 0.0%
50.0% 16.7% 33.3% －

戸 建 分 譲
宅 地 分 譲

そ の 他

全 体

売 買 仲 介

賃 貸 仲 介

+12.8

+4.1

+22.7

+23.5

+16.7

不明を除く回答

ＤＩ

28.7%

24.5%

31.8%

29.4%

50.0%

55.3%

55.1%

59.1%

64.7%

16.7%

16.0%

20.4%

9.1%

5.9%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

売買仲介

賃貸仲介

戸建等分譲

その他

業況判断（先行き）

良い 横ばい 悪い

+12.8

+4.1

+22.7

+23.5

+16.7

-100 -80 -60 -40 -20 0 +20 +40 +60 +80 +100

ＤＩ

不明を除く回答率

ＤＩ

 

● 主な事業内容別に業況の先行きを見ると、すべての事業でＤＩがプラスとなっている。 

● 足元がマイナスとなった「その他」については、「良くなる」との回答が 50.0％と他の事業内容に

比べ最も多いが、反面「悪くなる」との回答も多く（33.3％）、業況の先行きに対する判断が割れ

ている。 

 

  



- 26 - 

 

５）不動産市場の動向に関し特に感じていること（自由回答） 

 

① 大分市 

・ 主に宅地開発を行っているが、空き家が目立つ中、宅地の販売は堅い状況である。空き家の売買

については、空き家の解体や相続のもつれによる権利調整などが必要であり、官民一体の取り組

みが求められる。都会では補助金制度も充実していると聞いている。 

・ 空き家が多くなっているが、諸問題（固定資産税，老人ホーム，入院中，認知症，相続，農地な

ど）により流通が滞っている。国の施策に期待したい。 

・ 最近は住宅を建築する人が多くなり、賃貸物件については空室が増加傾向にある。また、建築が

多くなる反面、宅地が激減している。空地はあるが、所有者が県外のため、なかなか話が前に進

まず土地探しに苦労している。 

・ 新築家賃が高くて、決まりづらくなっている。 

・ 賃貸住宅において、中途半端なリフォームの築古物件の価値が相対的に下落している。また、少

額の資産活用による新築テラスハウスが増加している。 

・ 借り手は、良質な物件と安い賃料を求めている。 

・ 宅地の流通が少ない。一定の地区では中心地でなくても、需要に対して供給が追いついてない

（土地がない）ように見受けられる。 

・ 市内中心部の土地やマンションの価格が高くなりすぎている。今後、下落した場合、ここ２～３

年内に購入した人が、購入した物件を売る時が心配である。 

・ 市場の需要は強いが求められる物件が無い。 

・ ペット可物件の需要が高まっている。 

・ 新築はすぐ決まるが、古くなると入らない。 

・ 全般的に家賃の相場が高いと感じる。 

・ 駅ビルの完成などにより周辺地価が上昇している。 

・ 賃貸の共同住宅の供給が多く、エリアによっては空室の増加による賃料の下落が進むと思う。ま

た、それにより、ここ数年の不動産投資ブームで、多少無理をして購入した大家さんの状況が厳

しくなると思う。 

・ 売買物件が少ない。消費税増税の動向を注視する必要がある。 

・ 大分駅ビルの開業以降、マンション新築が主導してきた大分市中心部の地価の上昇（実勢価格

は、路線価の約２倍～）は、大分市のパルコ跡地の落札をピークとして、今後は横ばい～下落へ

転じると思われる。 

・ 郊外の住宅地の坪単価は３年程前と比べて、実勢価格は強含みとなっている。その理由として、

一戸当たりの敷地面積の減少が考えられる。60 坪～100 坪の敷地を分割して２区画で取引されて

おり、結果として坪単価は上昇している。 

・ 利便性の良い地域に、マンション・戸建が集中している。地価上昇は一様ではなく、下落した所

も多々ある。 

・ 今後も、過密と過疎の格差が広がる。 

・ 中心部の地価上昇により、マンション価格が高騰した。3000 万円台の水準になり購買層が限ら

れてきた。マンションデベロッパーの土地購入意欲は強いが、売り物件が無い状態が続いてい

る。中心商店街にネイルや、まつエクなどのサロンが増えている。 

・ 賃貸住宅については供給過多のような気がする。 

・ 完売した分譲マンションに未入居が多い（投資目的）。県外からの新規出店が増えている。 

・ 大分駅南の賃貸物件は空室が多くなり、賃料が下がると思う。 
 

問９ 主な営業地域における不動産市場の動向に関し、特に感じていることなどがございまし

たら、お知らせください。 
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② 別府市 

・ 中心部（大都市）の地価上昇に伴い、上昇するとの思い込みから売主は高値を望みがちだが、ま

だまだ買い手市場のため、売り主の希望価格では売れない。 

・ ペット志向が向上しているのを感じる。賃貸ではペット主に目を向けていくと面白いと思う。 

・ インバウンドの影響により宿泊施設やゲストハウスの需要が高まっている。収益物件の問合せが

相変わらず増加している。 

・ 別府市内で地熱発電所が乱立気味と聞くが、別府温泉の将来に影響がないか心配している。 

 

③ 北部地域 

・ 賃貸に関しては、家賃がなるべく低い物件が優先される傾向がある。 

・ 売買物件は大手に持って行かれている感じがする。仕入れが難しい。 

・ 中古物件を求めている人が多い感じがする。 

・ 不動産業者が多すぎて、多く物件があるところに持って行かれているような感じがする。 

・ 中津駅周辺の賃貸マンションの需要は高まっているが、郊外の共同住宅は人気がない。 

・ 賃料は下落し、その後、横ばいになる。上昇はない。空室は、対策と営業努力が必要。 

・ １Ｒのアパートの需要が高まっている。 

・ 人気の分譲地は決まっていて、他で分譲しても売れない。 

・ 田舎ではＦＣや大手以外、飲食店の進出がほとんどなくなった。 

・ 戸建を希望する人は増加している。 

・ 古い賃貸物件はリフォームしたり、賃料を下げたりしても入居状況が悪い。 

 

④ 西部地域 

・ 日田市の共同住宅の賃料は高く、新築アパートもできて、家賃は上がっているのではと思う。 

・ 古い共同住宅の空室が多くなった。 

・ 数多く空いていたアパートも、災害復旧工事や公共工事の関係で作業員向けの借上げ社宅が増

え、空室が減ってきている。 

・ 国道 386 号線沿いに大規模な商業施設が計画されており、その近隣の地価に影響が出て、多少上

がると思われる。市中心部でマンションなどの建築が多く、商業地域から住居地域へと変わって

きている。 

・ 平成 29 年は日田市では災害が多かったため、賃貸市場・土地相場に悪影響を及ぼしている。 

・ 分譲住宅地の販売価格はやや強含みで推移しているが、開発中の物を含めて、かなりの数の分譲

地があり、価格競争により値崩れが出てくると思われる。 

 

⑤ 南部地域 

・ 賃貸物件（戸建、共同とも）空室が著しく増えた。また、店舗・事務所などの賃貸物件も需要の

少なさが目立つ。 

・ 住宅取得は、若年層（20歳半ば～30歳前半）の動向が活発だが、人口流出による需要総量の少

なさは否めない。 

・ 土地活用の方法に行き詰まりを感じる。テナントが来ない。アパートを建てても満室にならな

い。 

・ ペット可のアパートが少なく困っている。 

・ 人口の割に賃貸物件が多すぎるにもかかわらず、さらに増えている。 

・ 新築の共同住宅が増加傾向にあり、古い物件の空室が目立つようになってきた。 

・ 仲介業と宅地造成して土地のみを販売している。平成 27 年以降、6区画，5区画，9区画，8区

画と販売し、現在 6区画を計画中。まだまだ購入希望者がある。 



 

 

《付属資料》 アンケート調査票 

 

 



 

 

 

 

 


